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ートファジーの影響 494 万円 (H29-H31) 

2. 中島正洋: 科学研究費補助金（基盤研究 C）：放射線誘発甲状腺発がんリスク亢進の刻印探索 

481 万円 （H28-H30） 

3. 三浦史郎: 科学研究費補助金（基盤研究 C）：長崎被爆者腫瘍バンクを用いた網羅的遺伝子解

析研究 481 万円 （H27-H29） 

4. 松田勝也: 科学研究費補助金（基盤研究 C）：尿細胞診でのゲノム不安定性を指標とした低異型

度尿路上皮癌新規診断マーカーの開発 494 万円 （H27-H29） 

 

外部資金 

1. 中島正洋: 武田科学振興財団 特定研究助成金：全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被ばく

影響の時間的経過とその結果 5000 万円（分担金 1400 万円） （H28-   ） 

 


